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テレフォニカ・エセ・アー 

－投資家向け説明会の要点－ 

 

2011年４月14日 

 

テレフォニカ（東証第一部（外国株）：コード9481）は、2011年４月13日に本国で以下の発表を

行なった。 

テレフォニカは、投資家向け説明会において、2012年度の１株当り配当金として1.75ユーロを支

払う公約を再確認した。当該配当金は、現行実務に沿って年２回に分けて支払われる。また、当該

配当金については、株主総会の承認を必要とする。 

さらに、2013年以降の株主に対する利益還元方針として１株当り 低でも1.75ユーロを目標とす

ると発表した。株主報酬の形態（配当金、自社株買戻しまたはその組合せのいずれによるかなど）

は、その時々の情勢と投資家の選好を考慮して決定する。 

株主に対する利益還元を負債によって行うことはしない。 

また、2013年までの戦略的ガイドラインおよび主要な財務指標に基づいて予想される連結業績を

以下のとおりと表明した。 

 2010年度 2010年度-2013年度の複利成長率 

収益 63,144百万ユーロ +１％/+４％ 

減価償却費・償却費控除前営業利益 38.0％ 30％台後半；2010年度からの減少幅

は限定的 

設備投資 8,541百万ユーロ ＜27,000百万ユーロ（2011年-2013

年累計額） 

 

（注記） 上記の数値は、連結範囲の調整、キャピタル・ゲインおよび一時費用など一定の項目の除外および為替レートを一

定とするなどのいくつか仮定に基づくものであることを念頭に置かれたい。 

 

マドリッド、2011年４月13日 

以上 

 


